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事業の課題
多くの市民は、ごみ減量を行う事には賛成の様です。しかし、減量した結果がどうなるの
かが分かっていません。
減量のメリットを分かりやすく説明できるものがあると説得力があるようです。

平成25年7月27日（土）　12：00～18:30

浜松市ギャラリーモール　ソラモ

髙根美保、村河善信、米津健次、藤田由己

①生ごみ水切り「ひとしぼり」グッズ市民アンケート調査
②雑がみ紹介と減量啓発（雑がみの箱に重さを表示して、見て理解を促しました。）
③官委託事業　段ボール式生ごみ減量方法紹介とモニター募集

事業の成果

①135名が参加。
既に「ひとしぼり」をしている方は、グッズを必要をしない減量意識の高い人も見受けられた。男性
はデザイン性を重視されていた。女性は、スペースを配慮していた。
②雑がみ啓発：雑がみ回収袋200枚、リサイクルステーションチラシ200枚、雑がみクリアファイル配
布
市内小中全校に雑がみ袋が配布されていて、知っている人も増えているようです。しかし、高齢者
等には伝わっていないようです。また、雑がみの出し方が分からないとの声を聞きました。雑誌と
一緒に出せる事が認知されていないようです。RSを知っている人がや利用してして方が多数見受
けられました。
③モニター参加　2名（内1名は親子モニター）。生ごみ減量容器説明会参加　1名。基材販売　1名

講師派遣 事業サイクル 継続事業

活動の目的
市民及び事業者の皆さまに広く「ごみ減量の取り組み方法」を啓発する。

実施内容

平成25年度　講師派遣活動記録
整理番号：20130727　

資源循環情報の収集・提供と推進のための普及啓発事業 

浜松市省エネフェア

髙根　美保 NPO法人エコライフはままつ


